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令和３年５月農業委員会総会 

 

 １．日時       令和３年５月２６日（水）   ９時３０分から１２時００分 

 

 ２．場所       長与町役場４階会議室 

 

 ３．農業委員会委員  出席委員（１２名） 

   会長       １番 水谷 勉     

   会長職務代理者  ２番 渡邉 章三  

   委員       ３番 原田 成信    ４番 崎山 光子    ５番 永田 好紀   

６番 岡﨑 道子    ７番 原口 司     ８番 山本 忠典    

９番 益冨 雅彦   １０番 柳原 厚志   １１番 山口 多美子   

１２番 原田 正利 

               

 ４．農業委員会委員  欠席委員（０名） 

                   

 ５．農地利用最適化推進委員  出席委員（０名） 

 

 ６．農地利用最適化推進委員  欠席委員（８名） 

１番 永冨 義德    ２番 尾﨑 明光    ３番 田中 光夫    

４番 山口 健士    ５番 増田 博光    ６番 坂口 勝利    

７番 坂本 謙二    ８番 坂本 秀哉  

                  

 ７．議事日程 

第１       議事録署名委員の指名  １１番 山口 多美子  １２番 原田 正利 

第２       第１号議案 農地法第５条の規定による許可申請について 

第３       第２号議案 農用地利用集積計画について 

第４       第３号議案 農業委員会の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価並びに 

活動計画について 

                  

 ８．農業委員会事務局職員 

            事務局長     福本 美也子 

            農政農地係長   森 雅之 

            農政農地係主任  松本 あゆ子 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

皆さん、おはようございます。 

総会の開催に先立ち、長与町農業委員会総会規則第６条により、総会は在任委員の過半数 

の出席をもって成立することとなっております。 

本日は、委員１２人中全員の出席をいただいており、過半数を超えておりますので、総会

が成立することを報告いたします。 

なお、本日は、新型コロナ感染症対策の趣旨から、出席を農業委員さんのみと、制限させ

ていただいております。どうぞご了承ください。 

それでは、ここからの議事の進行につきまして、水谷会長よろしくお願いいたします。 

 

 

皆さんおはようございます。今事務局長から話がありましたように、長崎県は少し感染者

の終息が見えてきたんですけれども、やはり長崎市がですね、非常に重篤な方々がたくさん

いらっしゃいまして病院は大変だと。長崎医療圏が非常に厳しい中にあるということで、今

回は県の指針もありまして、できれば１０名以下の会議でとあるものですから、推進委員を

外しての会議としております。今日は皆様１２名いらっしゃいますけども、できるだけ少な

い数でということで。他の総会もほとんど書面決議であったりしておりますけども、農業委

員会だけは議決を必要とするわけで、意見も求められる部分もありますから、農業委員会は

いかなる場合でも会議は進めていきたいと思います。次期の会議についてはやはり推進委員

も情報共有をしないといけないということで、コロナが下火になれば、６月は合同でやって

いきたいと考えておりますのでよろしくお願いします。 

それでは、令和３年５月の農業委員会総会を開催いたします。 

まず、始めに日程第１の農業委員会総会規則、第１８条の規定によりまして、議事録署名 

委員を２人、指名いたします。１１番 山口多美子委員、１２番 原田正利委員を指名いた

します。 

日程第２ 本日は、第１号議案 農地法第５条の規定による許可申請が３件、第２号議案 

農用地利用集積計画が４件出されています。また、本日、追加議案として、「農業委員会の目標

及びその達成に向けた活動の点検・評価並びに活動計画について」が出されております。 

では、日程第２ 提出された議案の審議に入ります。 

第１号議案 農地法第５条の規定による許可申請について、１件目の説明を事務局からお

願いします。 

 

 

それでは第１号議案 農地法第５条の規定による許可申請について、議案書の１ページを

お開きください。 

整理番号２、申請地は、長与町高田郷（地番）。地目は田で、４５２㎡。同じく、（地番）。

地目は田で、４５２㎡。合計２筆で９０４㎡です。農地区分は、２筆とも農用地区域外です。

申請者は、使用貸人、所有者が筆ごとにいらっしゃいます。長与町丸田郷（地番）、（氏名）

さん。長与町嬉里郷（地番）、（氏名）さん。使用借人が、長与町丸田郷（地番）、（氏名）さ

んです。申請目的は、永久の使用貸借です。施設の概要は、資材置場で、所用面積は９０４
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議 長 

 

 

 

 

６ 番 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

２ 番 

 

㎡です。備考欄をご覧ください。文章の３段落目に記載していますが、使用貸人の２名は姉

妹の関係で、（使用貸人①）は、使用借人とご夫婦の関係です。使用借人は、造園業を営んで

おられまして、奥様とその妹さんの土地を無償で借り受け、造園業にかかる資材置場として

利用します。ここで、本日配布している、資料№１の１ページ、土地利用計画平面図をご覧

ください。土地利用としては、道路側に作業用の車両置場、奥の方に、資材や植木を置く計

画となっています。また、道路と反対側には水路がありまして、雨水排水については、自然

流下とあわせて、この水路に放流させます。水路と土地の境目のところに、土羽法法面緑化

と書かれていますが、これについては、この農地は、現状は、道路より２ｍ程下がった地形

になっています。今回、道路から車が乗り入れできるよう、道路の高さまで盛土により、か

さ上げを行います。３ページの断面図をご覧ください。断面図のとおり、道路の高さまで、

２ｍの盛土を行います。その結果、土地と水路の間に２ｍ以上の段差ができるようになりま

すので、その段差について、土羽による法面保護を行う計画となっています。 

なお、この農地について、立地基準は第２種農地、一般基準としては、書類と現地での確

認の結果、周辺農地への支障については、問題ないと判断しております。区域は、市街化調

整区域となります。 

議案書にお戻りください。土地の所在を説明します。３ページをお開きください。図面の

中央にある〇〇踏切から、奥に入り、（施設名）の隣にある赤色で表示してある場所が、申請

地 高田郷（地番）と（地番）の２筆です。なお、農地の正確な位置等につきましては、４

ページに字図を添付しておりますので、ご覧いただければと思います。 

以上です。 

 

 

ただ今の説明に関連して、現地確認を行っていますので、農業委員さんの説明をお願いし 

ます。 

６番 岡﨑道子 農業委員。 

 

 

１８日１０時１５分から、局長、森さん、会長、山口委員さん、岡崎の５名と、業者２人

と７名で立ち合いました。この土地は、（氏名）さんの土地だったんですけど、相続で、娘さ

んに受け継がれ、道路も広くなるということで、近隣住民としては助かると思います。よろ

しくお願いします。 

 

 

説明が終わりましたが、ご意見・質問はありませんか。 

はい。渡部委員どうぞ。 

 

 

はい。２ｍ段差があるという事で盛土をするということですけども、量的にはかなりの 

盛土の量だと思うんですが、ここは１０ｔ車とか通るんですかね。２ｔ車で盛土するので
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議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

議 長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すかね。 

 

 

４ｔは入ると思います。１０ｔは入りません。かなりのボリュームを持ってきますから、

当然、道路はかなり頻繁に入る可能性があると思います。それともう一つ補足しておきます

けども、法面は２ｍなので、勾配と法面擁護は種々吹付をやって転圧をするということです。

将来的には擁壁も考えていきたいと。地盤が落ち着くまでは法面擁護で土羽でやるという考

え方でおるようですので申し添えときます。他にありませんか。 

 

 

【意見･質問無し】 

 

 

それでは、ご意見・質問並びに審議を終了いたします。 

この農地法第５条の許可申請を、県へ進達することについて、農業委員の挙手で賛否をと

ります。異議がない方は挙手をお願いします。 

 

 

【挙手を確認、議長に報告】 

 

 

挙手された農業委員が全員で、過半数を超えていますので、県に進達することに決定いた

します。 

続いて、２件目について、事務局よりお願いします。 

 

 

２件目です。議案書の１ページをお願いします。 

整理番号３、申請地は、長与町岡郷（地番）、地目は畑の２４０㎡です。農地区分は、農用

地区域外です。申請者は、使用貸人が、長与町岡郷（地番）、（氏名）さん。使用借人が、大

村市富の原（地番）、（氏名）さんです。申請目的は、永久の使用貸借です。施設の概要は、

一般住宅建築で、木造セメント瓦葺平屋建てで、建築面積は１００.２０㎡、所用面積は２４

０㎡です。備考欄をご覧ください。文章の４段落目に記載していますが、使用貸人と使用借

人は親子の関係で、使用借人は、申請地を無償で借り受け、住宅を建築します。 

ここで、本日配布している、資料№１の４ページの配置図をご覧ください。家の周囲を、

排水管を青い線と汚水管を赤い線で囲んでいると思いますが、雨水については、家の周囲に

溜マスを設置し、そこから排水管を通じて、既存の側溝へ放流します。汚水排水については、

既設の下水道管へ接続します。また、土地の形状として、坂道沿いにある土地のため、土地

の高い所と低い所で約３ｍの高低差がございます。断面図を、次の５ページに付けておりま

すのでご覧ください。家が建つ部分の断面がＡ断面、道路付近の断面がＢ断面です。図面の
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議 長 

 

 

 

 

１１ 番 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

７ 番 

 

 

事務局 

 

 

 

 

議 長 

 

 

とおり、最大で、約１ｍ程度の切土・盛土を行い整地します。図面右側の切土部分は、上の

隣接地との境界にコンクリートで補強を行います。また、図面左側の盛土部分は、既存のブ

ロック塀の内側に新たに、１ｍのブロック塀を新設します。なお、この農地について、立地

基準は、第３種農地、一般基準としては、書類と現地での確認の結果、周辺農地への支障に

ついては、問題ないと判断しております。区域は、都市計画区域外となります。 

議案書にお戻りください。土地の所在を説明します。５ページをお開きください。図面の

下段に、岡郷の（施設名）、（共同住宅）がございますが、その付近でございまして、図面右

手にある〇〇公園から５０ｍ程上った場所の、赤色で表示してある場所が、申請地 岡郷（地

番）です。なお、農地の正確な位置等につきましては、６ページに字図を添付しております

ので、ご覧いただければと思います。 

以上です。 

 

 

ただ今の説明に関連して、現地確認を行っていますので、農業委員さんの説明をお願いし 

ます。 

１１番 山口 多美子 農業委員。 

 

 

５月１８日、１４時１５分より、水谷会長、福本局長、森係長、坂本推進員、業者の方 

と私で現地確認をしました。現地は擁壁をし、切土盛土をします。雨水は側溝を新設し、

道路側溝へ流します。下水は既存の配管へ流します。隣接する畑の地主さんには同意書を

いただいており、日照にも問題はないと思われます。以上です。 

 

 

説明が終わりましたが、ご意見・質問はありませんか。 

原口委員、お願いします。 

 

 

親子となっているんですけど、名字が違うのはどういうことなんですか。 

 

 

はい。現地立会いのときに、業者さんに確認はとらせていただいております。お名前が 

違う理由は業者さんも把握をされてなくて、ただ間違いなく親子の関係ですというお答え

はいただきました。以上です。 

 

 

親子は間違いないということで確認をとっております。他にありませんか。 

渡部委員どうぞ。 
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２ 番 

 

 

 

議 長 

 

 

事務局 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

議 長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地の裏はみかん畑でその上はソーラーがありました。隣接地主さんの同意は受けてい

るということですが、ソーラーの所は農地ですか。 

 

 

事務局どうぞ。 

 

 

確認したところ雑種地の表記でした。 

 

 

ほかにご意見・質問はありませんか。 

 

 

【意見･質問無し】 

 

 

それでは、ご意見・質問並びに審議を終了いたします。 

この農地法第５条の許可申請を、県へ進達することについて、農業委員の挙手で賛否をと

ります。異議がない方は挙手をお願いします。 

 

 

【挙手を確認 議長に報告】 

 

 

挙手された農業委員が全員で、過半数を超えていますので、県に進達することに決定いた

します。 

続いて、３件目について、事務局より説明をお願いします。 

 

 

３件目です。議案書の２ページをお願いします。 

整理番号４、申請地は、長与町岡郷（地番）、地目は畑の１，０８７㎡。同じく、（地番）、

地目は畑の３７２㎡。計２筆で１，４５９㎡です。農地区分は、２筆とも農用地区域外です。

申請者は、譲渡人が、長与町岡郷（地番）、（氏名）さん。譲受人が、長崎市葉山（地番）、（会

社名）代表取締役（氏名）さんです。申請目的は、売買による所有権移転で、施設の概要と

しては、駐車場として整備します。所用面積は１，４５９㎡、駐車台数は２４台です。備考

欄をご覧ください。譲受人は、（店舗名）を経営しています。現在、駐車場が不足しており、

駐車場を増設する必要があるため、申請地を購入し整備します。ここで、本日配布している、

資料№１の６ページの計画図をご覧ください。（店舗名）の施設は、この図面の北側、左側に
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議 長 

 

 

 

 

１１ 番 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

あります。施設の道路向かいの農地２筆に、今回駐車場を整備するという計画です。駐車場

の入り口は、土地の端、図面でいえば左下のところで、そこから車を進入させ、〇〇湾側に

駐車スペースを確保する計画になっています。雨水排水については、土地の周りを、青い線

が囲っていますが、敷地の周りにＵ字溝及び排水管を新設し、そこを通して既存の側溝へ放

流させます。また、水の流れる方向が、一方に偏らないように南北に、左右に分かれて流れ

るように設計されています。土地の地形ですが、計画図の駐車場の真ん中部分に、点線が引

かれていると思いますが、ここが、今回申請の農地２筆の境界です。今回申請の農地２筆は、

現在２段になっておりまして、それを１段に整地し、駐車場として整備します。次の７ペー

ジの断面詳細図をご覧ください。図面の左側が、申請農地の上の段と隣接農地との境界、右

側が申請農地の下の段と隣接農地との境界です。駐車場は、上の段の農地に高さをあわせる

計画となっておりまして、そのため、下の段の農地に最大で１.７ｍの盛土を行います。盛土

をした部分は、自然石積を行い、さらに裏からコンクリートで補強します。勾配は最大で９％

です。次のページには、各方角の側面図も添付していますのでご確認いただければと思いま

す。なお、この農地について、立地基準は、第１種農地、一般基準としては、書類と現地で

の確認の結果、周辺農地への支障については、問題ないと判断しております。区域は、都市

計画区域外となります。 

議案書にお戻りください。土地の所在を説明します。７ページをお開きください。図面の

中央に国道２０７号が通っておりまして、左上に岡郷の（店舗名）がございます。そこの道

路をはさんで向かい側の農地で、赤色で表示してある部分が、申請地 岡郷（地番）と（地

番）となります。なお、農地の正確な位置等につきましては、８ページに字図を添付してお

りますので、ご覧いただければと思います。 

以上です。 

 

 

ただ今の説明に関連して、現地確認を行っていますので、農業委員さんの説明をお願いし 

ます。 

１１番 山口多美子 農業委員。 

 

 

５月１８日１５時３０分ごろ、水谷会長、福本局長、森係長、坂本推進員、（店舗名）の

方と私で現地確認をしました。現地は畑が２枚あり、上側の石垣の根はそのままで、下の

段の下側を１メートル石垣で上げて土を埋めます。そして下のほうにブロックを２個積ん

で、パイプガードをつけます。雨水排水は、左右に流れるよう、真ん中を盛り上げたよう

にして、Ｕ字溝と排水管を新設し道路側溝へ流します。隣接する三軒の地主さんには同意

書をいただいております。（店舗名）は駐車場が狭く、お客さんが帰られるとていうこと

で、駐車場を広くして地域活性化になればいいなと思います。以上です。 

 

 

説明が終わりましたが、ご意見・質問はありませんか。 
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３ 番 

 

 

 

議 長 

 

 

事務局 

 

 

 

議 長 

 

 

 

２ 番 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原田委員。 

 

 

今回の場合、売買ということになっておりますけれども、これから先のこともあります 

ので、一応単価、坪当たりどのくらいかというのをお聞かせいただければと思います。 

 

 

事務局どうぞ。 

 

 

はい。土地の購入費でございますけれども、農地２筆で〇〇円でございます。坪単価 

は約〇〇円になります。 

 

 

近傍単価では高いですね。普通、水田とかで反当たり〇〇から〇〇円ですけれども。 

渡部委員。 

 

 

現地を一応見ましたけど、結構段差があるのですね。２段ありますから切土をして、そ 

の土を下の方にやるのに足るのかなと。勾配も結構あって７から１０％なので、ひょっと

したら間違ってアクセルを踏み間違えば下へ行くなあって思いもしましたけど。盛土が果

たして足るのかなあって気がしたのですが。 

 

 

計算上は足りるということですけども、私もどうかなというふうに思います。勾配は 

９％ぐらい、１番ひどいところで１０だったかな。１０というのは坂道ですよね。１番懸

念したのは、ここの今の石垣に野面で上の崩した石垣で野面で積むと。当然練り積みをす

るだろうと思いますけれども、そういう心配があります。それからここについては実は、

隣接同意をとったのは、１番初めは進入路を、右側に道がありますね。ここから進入する

ということがあったんですけども、耕作道路なんですねここは。幅が２メーター、狭いと

ころで１.５ｍ、広いところで２.５ｍぐらいですね。ここからの出入りは駄目ですよという

ことで手前の方から出入りをしなさいと、広い道路からですね。だからそのまま入れない

し、一旦施設の方に行ってＵターンをして中に入ってくるという形ですから、果たして利

用がしやすいのか。それともう一つは、安全策としては、ガードパイプをしなさいという

ことで、当然その車の歯止めはするでしょうけども、勾配がありますから非常に心配はあ

ります。でも向こうが設計上安全という形でのこれですので、大体いけるのかなという感

じでしておりますけど。以上です。ほかにありませんか。 

原田委員どうぞ。 
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３ 番 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 番 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０番 

 

 

 

先ほどの説明の中で、排水対策として、センターから両サイドに排水をするということ 

になっておりますけど、結構駐車場の水の量というのはまとまってきますので、この両サ

イドに分けた部分で分けた下の方、ここは側溝がここまで、側溝を設置するようになって

いますけど、その下の方の影響はないのか、ちょっと心配しますので確認をお願いしま

す。 

 

 

流末はですね、道路と含めて排水が両サイドに側溝が出来ております。その分は大丈夫 

だというふうに思っております。今指摘のようにですね、一番初めはこの側溝の設計もな

かったんですね。うちの方が指導して、下の方にいきなり水が走っていくからしなさいと

いうことと、そして進入路を変えなさいと。いろいろと指導としては５、６項目挙げて指

導をして、１ヶ月遅れて今回提出をしたという状態です。雨水排水については、そういう

ふうに心配がないように、流末の確認と、それから、上グリから水が出ていますので、こ

の排水についても、泥を押しますよということで、暗渠排水をちゃんとしなさいというこ

とで、盛ったところもですね、指導していますので、とりあえず安全策というところので

きるところまでは指導したつもりでおります。以上です。 

 

 

よろしいでしょうか。最近は、大災害、特に昨年も台風１０号のような大きな災害が来

ておりますので、そのような状態になった時はどこも一緒だと思うんですけど、やはり下

の方の地主さんに迷惑がかからないように、設計をしていただきたいと思います。 

 

 

未曽有の大水害の時にはですね、なかなかこれも多分、突破して下の方に走るかなとい 

う心配はしますけど、普通の雨水の断面で経が３００で雨量計算をしてはめろということ

で、設計者には言ったところです。でも多分、これが時間当たり、例えば５０ミリ、１０

０ミリを超えると、走る可能性はあるだろうと。だから、そのためにも隣接同意をとれ

と。それから隣接同意をとらせる理由は、右側の耕作道路をですね、やっぱり何かの非常

事態の時は右側を避難道路として使わないといけないという部分もありますから。袋小路

では非常に危ないという問題もありますので。そういうことで、上と下の２件の耕作者に

ついては同意をとりなさいと。この同意がなかなかとれなかったんですけど、やっととれ

たということで、この総会にかけたというところです。以上です。他にありませんか。 

柳原委員。 

 

 

農地としての価格は、駐車場にするといってもかなり高かったと思います。単価は、売 

買の相対で決める問題なんですけど、その地域の土地の価格にしては非常に高く売られた

という感想です。それから、ここの国道から（店舗名）に入る道ですね、これは今はどう
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議 長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

２ 番 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

４ 番 

 

 

 

議 長 

 

 

事務局 

 

 

４ 番 

 

 

 

議 長 

 

なっているんですかね。前は（店舗名）の道路として作ったと聞いておりますけど、町道

になっているんでしょうかね。 

 

 

単価の問題ですけども、実はここは、農振除外をしているんですね。ここだけしている

わけですよ。それで、確かにそういう形で即売買ができる、造成ができるという部分も含

めて高く買ったのかなあと。ここら辺は、農振農用地で一種農地ですから、どういう理由

で抜いたのか、その辺もちょっと定かでありません。 

 

 

申請書の字図を確認したところ、国道からは入り口まで（会社名）の持ち物になってい

ます。この申請者である（会社名）の持ち物になっています。 

 

 

この図面は（会社名）になっていますけど、括弧で公道としてありますね。公衆用道路 

ですか、公道じゃなくて。それなら間違うから公衆用道路と書いておかないと。公道であ

れば公のものかなと思ったものだから。はい了解。 

 

 

他にありませんか。 

崎山委員。 

 

 

両脇の地主の了承は取っているとお聞きしたんですが、何を植えてらっしゃるんでしょ 

うか。すいません現地を見ていませんけど。 

 

 

はい、事務局。 

 

 

隣接の同意をとってらっしゃるところは、田んぼですからお米ですね。 

 

 

はい、わかりました。かなりの工事をなさるみたいですので、ちょっと気になってお聞 

きしました。以上です。 

 

 

ほかにご意見・質問はありませんか。 
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議 長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

【意見･質問無し】 

 

 

それでは、ご意見・質問並びに審議を終了いたします。 

この農地法第５条の許可申請を、県へ進達することについて、農業委員の挙手で賛否をと

ります。異議がない方は挙手をお願いします。 

 

 

【挙手を確認、議長に報告】 

 

 

挙手された農業委員が全員で、過半数を超えていますので、県に進達することに決定いた

します。 

続いて、第２号議案 農用地利用集積計画について審議いたします。 

まず１件目について、説明をお願いします。 

 

 

それでは第２議案 農用地利用集積計画についてご説明します。 

第２号議案をご準備ください。１ページから２ページの議案提出・規定・集計表等につい

ては、説明を省略させていただきます。議案書の３ページをお開きください。 

１件目です。利用権の設定を受ける者の氏名及び住所は、〇〇法人（法人名）理事長（氏

名）さん。長与町斎藤郷（地番）。利用権を設定する者の氏名及び住所は、（氏名）さん、長

与町三根郷（地番）。利用権を設定する土地は１筆で、長与町三根郷（地番）。現況地目

は畑で、面積は２，６８６㎡のうち、２，６１０㎡を借り受けます。ここで、資料№２の

利用権の設定に関する同意書をご覧ください。この農地は、未相続農地でございま

して、被相続人は、（氏名）さんです。未相続農地の場合、土地の貸し借りを行うに

あたり、相続権者の同意が必要となりますが、ご覧のとおり、相続権者の同意は得

ております。議案書３ページにお戻りください。利用権の種類は賃貸借権で、具体的な

作物名はみかんです。期間は、令和３年６月１日から令和８年の５月３１日までの５年間、

年間の借賃は〇〇円で、毎年年末に口座へ振り込みます。新規となります。 

土地の所在ですが、５ページをお開きください。図面中央に、（施設名）がございますが、

道路を挟んだ目の前にございます、赤色で表示してある場所が、申請地 三根郷（地番）で

す。 

以上です。 

 

 

ただ今の説明に関連して、現地確認を行っていますので、農業委員さんの説明をお願いし 

ます。 
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１０ 番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

２ 番 

 

 

 

 

１０番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０番 柳原 厚志 農業委員。 

 

 

５月１８日９時３０分より、私と推進委員の田中さん、水谷会長、局長、森さん、それ 

から借手の理事長と職員の方の合計７名で立ち会って確認をいたしました。ここは（施設

名）の前なんですけど、下のミカンが植えてある部分は平たくなっているのですが、上の

梅が植えてある部分が傾斜地だから、（貸主）はどうしても自分では管理ができないという

ことで、誰か借手がいればと思っていらっしゃったんです。農協に相談したら、（法人名）

に作ってもらえないかということでお話をされて、それで（法人名）が管理をしていただ

けるということで、相対になったわけです。（貸主）は、（施設名）の横にもミカン畑とぶ

どう畑を持っていて、ここの方が傾斜地がなくて平たいから、自分で維持管理をしていく

と言われました。（借主）も、丸田でも借りて野菜をつくってらっしゃるんですけど、そこ

でブロッコリーを植えられて、きちんと管理をされて、１週間ぐらい前に収穫をして出荷

されたと聞いております。それで、（借主）は団体組織でもあるし、丸田のほうを私も直接

見に行ったんですけども、しっかりした管理をされておるんで、貸しても大丈夫だなと思

いました。地元の農業委員としてはいいだろうということで承認をさせていただきまし

た。以上です。 

 

 

説明が終わりましたが、ご意見・質問はありませんか。 

渡邉委員どうぞ。 

 

 

別に問題ないとは思いますが、出来た品物は一般に販売されるのですか。結構面積も２ 

反６畝あればミカン園ですので。農協が世話したということであれば、農協に出すのか

な。 

 

 

面積的には２反６畝ぐらいあるんですけど、ミカンが植えてある部分は雑柑と普通温州

が植わっていて、雑柑は不知火とか清見とか。あと普通温州は伊木力系統とか山口系統で

すかね。現在ミカンの量というものは、余り収穫量はとれない。ミカンの木自体が小さい

から余り量的にとれないんですね。それで（借主）で、生産の喜びとか収穫の喜びとか、

そういうものを感じながら管理していくということで、販売する場所とかはまだ決まって

ないということでした。それで、一応最終的には、ここは場所的に良い場所なので観光農

園ですかね、そういったものを目的としているということです。それからさっきちょっと

言い忘れたんですけど、資料の５ページの現地の位置図がありますけど、この一部は野菜

畑になっていて、これは地主さんである（貸主）が、今現在も野菜を作っていらっしゃい

まして、この部分だけは自分で管理をすると言われておりました。以上です。 
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議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 番 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

事務局 

 

私からもつけ加えます。今言うように何ｔもとれるというのはちょっと。木が湿気てい 

るし種類が多いし。だから量的に農協に出す量ではない。ただ今言われるように将来的に

は観光農園とか、そういうものを目指したいということもおっしゃっていました。今後こ

の（法人名）がもう少し面積を広げていって、管理の中に入っていくという形で荒廃地を

なくすという意味では非常に良いことではないかと思っております。ただ、今は収益性は

どうなのかということについては、まだ自分たちが働いたのが全部金になるかということ

ではなくやっているみたいです。これが、将来的に収益性が上がっていくと、この（法人

名）がある意味、荒廃地の受け手になる、荒廃地になる前の農地の受け手になるという可

能性が出てくると思います。以上です。他にありませんか。はい、崎山委員どうぞ。 

 

 

（法人名）に関連することですけど、先だって（店舗名）の方にブロッコリーが出てい 

ました。とってもしっかりしたブロッコリーであっという間に売れてしまった状態です。

だから、（法人名）としては本当に頑張っていらっしゃるんだなと思いますが、こういうふ

うに年間の支払いをしてでも、ミカンをするという、今後負担にならないようなご指導を

していただきたいと思います。やっぱり（法人名）はメンバーが変わりますので、儲けが

なかったらやっぱり辞めていかれるだろうと思います。その辺のご指導を今後よろしくお

願いいたします。以上です。 

 

 

この件については、野菜の場合は、前に農協におられた〇〇先生。それからみかんは振興

局とか、そういう指導者がついてしないと。いつ何どきどういうふうな植え方をするとか、

収穫はいつの時期とかですね、こういう指導者が中に入らないと、いわゆる収益性はないと

思いますので。趣味の農園にならんようにですね。それは当然収益性を将来は求めていくと

いう形になるだろうと。それには指導者が必要だということで連携をとっているみたいで

す。以上です。 

ほかにご意見・質問はありませんか。 

 

 

【意見･質問無し】 

 

 

それでは、ご意見・質問並びに審議を終了いたします。 

説明のとおり、農用地利用集積計画を許可することについて、農業委員の挙手で賛否を 

とります。異議がない方は挙手をお願いします。 

 

 

【挙手を確認、議長に報告】 
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議 長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

６ 番 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

挙手された農業委員が全員で、過半数を超えていますので、許可することに決定いたしま

す。 

続いて、２件目について、事務局より説明をお願いします。 

 

 

議案書の６ページをお開きください。２件目です。 

利用権の設定を受ける者の氏名及び住所は、（氏名）さん、長与町高田郷（地番）。利用権

を設定する者の氏名及び住所は、（氏名）さん、長与町高田郷（地番）。利用権を設定する

土地は１筆で、長与町高田郷（地番）、現況地目は畑で、２，５１７㎡です。利用権の種

類は使用貸借権で、具体的な作物名は果樹みかんです。期間は、令和３年６月１日から令和

１３年５月３１日までの１０年間です。少なくとも平成２３年６月から１０年間借り入れて

おり、継続となります。 

土地の所在ですが、８ページをお開きください。図面の上段に広域図を、下段に申請地付

近を少し拡大した図を表示していますが、高田郷の〇〇団地から農道をさらに上った場所に

ございます。とてもわかりにくく申し訳ございませんが、赤色で表示してある番所が、申請

地 高田郷（地番）です。 

以上です。 

 

 

ただ今の説明に関連して、現地確認を行っていますので、農業委員さんの説明をお願いし 

ます。 

６番 岡﨑道子 農業委員。 

 

 

 １８日１０時半から、局長、森さん、会長、山口委員、岡崎、５人で現地確認をしまし 

た。継続ということで、ちょっと枯れたところもあって、今後また手入れがされると思う

ので、問題ないと思います。お願いします。 

 

 

説明が終わりましたが、ご意見・質問はありませんか。 

 

 

【意見･質問無し】 

 

 

それでは、ご意見・質問並びに審議を終了いたします。 

２件目につきまして、説明のとおり、農用地利用集積計画を許可することについて、農業
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事務局 

 

 

議 長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

２ 番 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

委員の挙手で賛否をとります。異議がない方は挙手をお願いします。 

 

 

【挙手を確認、議長に報告】 

 

 

挙手された農業委員が全員で、過半数を超えていますので、許可することに決定いたしま

す。 

続いて、３件目について、事務局より説明をお願いします。 

 

 

議案書の９ページをお開きください。３件目です。 

利用権の設定を受ける者の氏名及び住所は、（氏名）さん、長与町岡郷（地番）。利用権を

設定する者の氏名及び住所は、（氏名）さん、長与町岡郷（地番）。利用権を設定する土地

は１筆で、長与町斎藤郷（地番）、現況地目は畑で、３８８㎡です。利用権の種類は賃貸

借権で、具体的な作物名は野菜です。期間は、令和３年６月１日から、令和８年５月３１日

までの５年間です。新規となります。 

土地の所在ですが、１１ページをお願いします。図面の左手に、（施設名）がありますが、

その脇の町道沿いの、赤色で表示してある場所が、申請地 斉藤郷（地番）です。 

以上です。 

 

 

ただ今の説明に関連して、現地確認を行っていますので、農業委員さんから説明をお願い

します。 

２番 渡邉章三 農業委員。 

 

 

それでは説明します。現地を１８日の１時３０分から、水谷会長、局長、森係長、それ 

に私と坂本推進員さん５名で確認をとりました。この土地はですね、１１ページにあるよ

うに（施設名）の横です。ここはもともと、〇〇学校の田植の現場でずっとしていたんで

すけども、今年はコロナですかね、このためにしないという話を聞いておりまして、その

代わりに、（借主）がここを借りると。それで、賃貸借で単価的に〇〇円なんですが、学校

が〇〇円ぐらいでしていたということで、その値段ということでした。以上です。 

 

 

説明が終わりましたが、ご意見・質問はありませんか。 

柳原委員どうぞ。 
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１０番 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

議 長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（借主）が借りられる場所は、前は米を作っていらっしゃったんですよね。これは、先

ほど渡邉さんが言われたように、学校の教材として借りて作ってらっしゃって、田植から

稲刈りまでを関連してするということでされていたみたいです。これからも子どもさんに

農業体験として、農業のきつい面から苦労面、それから楽しい面を学んでいただいて、こ

れから若い人たちが農業に従事されるように、そういった教材として保ちながら、コロナ

が終わったらまた始めていただければと私自身思っております。以上です。 

 

 

はい、要望として承りたいと思います。 

ほかにご意見・質問はありませんか。 

 

 

【意見･質問無し】 

 

 

それでは、ご意見・質問並びに審議を終了いたします。 

説明のとおり、農用地利用集積計画を許可することについて、農業委員の挙手で賛否をと

ります。異議がない方は挙手をお願いします。 

 

 

【挙手を確認 議長に報告】 

 

 

挙手された農業委員が全員で、過半数を超えていますので、許可することに決定いたしま

す。 

続いて、４件目について、事務局より説明をお願いします。 

 

 

議案書の１２ページをお開きください。４件目です。利用権の設定を受ける者の氏名及び

住所は、（氏名）さん、長与町吉無田郷（地番）。利用権を設定する者の氏名及び住所は、（氏

名）さん、時津町久留里郷（地番）。利用権を設定する土地は２筆で、長与町岡郷（地

番）、現況地目は畑で、１，２５５㎡。同じく、（地番）、現況地目は畑で３０５㎡。合計１，

５３０㎡です。利用権の種類は使用貸借権で、具体的な作物名はみかんです。期間は、令和

３年６月１日から令和１３年５月３１日までの１０年間です。新規となります。 

土地の所在ですが、１４ページをお願いします。図面の下の方に、国土２０７号線が通っ

ていますが、〇〇バス停から〇〇湾の方へ下った、橙色と紫色で表示してある場所が、申請

地 岡郷（地番）と、（地番）です。 

以上です。 
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議 長 

 

 

 

 

１１番 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

４ 番 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

ただ今の説明に関連して、現地確認を行っていますので、農業委員さんから説明をお願い

します。 

１１番 山口多美子 農業委員。 

 

 

５月１８日１５時ごろ、水谷会長、福本局長、森係長、坂本推進員と私で現地確認をし 

ました。現地は荒廃地になっているんですが、（借主）は積極的に農業をされていて、荒廃

地解消に貢献していただけるものと期待しております。以上です。 

 

 

説明が終わりましたが、ご意見・質問はありませんか。 

崎山委員どうぞ。 

 

 

書類によって年間の借り賃が書いてあったりなかったりするんですけど、これはどうい 

う意味でしょうか。 

 

 

ここは荒廃地なので、使用貸借でやると。もともとミカン畑だったんですけども、元の

経営者が亡くなられて放置をされていたということで荒廃地になっていますので、それを

新しく開墾をしてやるということで、金がかかるわけです。（借主）は育種の先生で、いろ

んな品種を作ってこれをこの展示圃にしていきたいという意欲的な方です。そういう意味

で、ここは荒廃地だから使用貸借で、借り賃ゼロでやると。そういうことです。 

 

 

補足です。利用権の種類のところに使用貸借権と賃貸借権というのがあって、使用貸借

権にチェックが入っている場合は、金額はかからないので、金額、借賃は載せておりませ

ん。賃貸借権になる場合に、金額、あとは支払い方法を記載する形になります。それで使

用貸借権にするか賃貸借権にするかにつきましては、今会長がおっしゃったように、その

農地の状況とか、ご本人さん同士の話合いですね、そういったところで決定をされるとい

う形になります。 

 

 

ほかにご意見・質問はありませんか。 

 

 

【意見･質問無し】 
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議 長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、ご意見・質問並びに審議を終了いたします。 

説明のとおり、農用地利用集積計画を許可することについて、農業委員の挙手で賛否をと

ります。異議がない方は挙手をお願いします。 

 

 

【挙手を確認、議長に報告】 

 

 

挙手された農業委員が全員で、過半数を超えていますので、許可することに決定いたし 

ます。 

 ３号議案に入る前に休憩をとります。 

 

 

（休憩後） 

 

 

それでは、再開したいと思います。 

続いて、第３号議案、農業委員会の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価並びに活

動計画について、事務局よりお願いします。 

 

 

それでは資料は、本日配付をさせていただいております、議案第３号議案をご準備くだ 

さい。これにつきましては、今年の３月の総会のときに、皆さんに「農地の利用の最適化

の推進に関する指針」を審議、採決いただきましたが、３月にいただいた指針については

３年後の目標を定めたもので、それの各年各年の内容をまとめたものが本日、提案をさせ

ていただいている資料になります。なので今日は、令和２年度の活動がどうだったかとい

う報告と、それから今年度、令和３年度にどういった目標を立ててやっていきましょうと

いうところの活動計画、それを説明させていただきますのでよろしくお願いいたします。 

 

 

それではお手元に「農業委員会の目標及びその達成に向けた、活動の点検評価並びに活 

動計画について」ということで、説明に入りたいと思います。これにつきましては、農業

委員会に関する法律第３７条の規定に基づいて、全国の農業委員会が１年間の活動の具体

的目標を設定し、また、前年の農業委員会の活動はどうだったのかを検証して、それをイ

ンターネットなどに公表する、いわゆる見える化する、ということを目的にしたものであ

ります。 

１ページをお開きください。まず令和２年度の目標及び達成に向けた、活動の点検評価

について、でございます。ここにつきましては農業委員会の状況令和２年３月３１日現在
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についてのことを示しております。１、農業の概要。耕作面積から経営耕地面積、遊休農

地面積、台帳面積、それぞれ表示しております。その下、総農家数、自給的農家数、販売

農家数、その右に農業従事者数、これにつきましては、前回の農林業センサスに基づいて

記載をさせていただいております。その右、認定農業者、基本構想水準達成者、認定新規

就農者、農業参入法人、集落営農経営等につきましては、農業委員会の方で調べておりま

す。その下、農業委員会の現在の体制につきまして、旧制度に基づく農業委員会はもうあ

りませんので、その下の新制度に基づく農業委員さんの数、その内訳を示しております。

右側には、農地利用最適化推進委員さんの定数、実数、地区数をお示ししております。次

に２ページをお開きください。ローマ数字でⅡ、担い手への農地の利用集積集約化でござ

いますが、１、現状課題についてです。現状、令和２年３月現在、管内の農地面積８４２

ｈａ、これまでの集積面積、３５ｈａ、集積率４％。課題といたしまして、本町の農業は

かんきつ類が主体であることを考慮し、温州ミカン以外の新品種の植栽、また規模拡大の

ための基盤整備推進ができるような環境整備、担い手の若返りのため、中間管理機構の利

用が必要、としておりました。それで令和２年度の目標と実績でございますが、その下で

すけども集積目標１０ｈａ、集積実績が３.４ｈａ、そのうち新規実績が０.９４ｈａ、達成

率といたしまして２８％でございました。そして、３、目標の達成に向けた活動といたし

まして、活動の計画として、委員会と町とが地域の貸借売買に関する情報を共有し、ま

た、農地中間管理事業に協力し利用権設定等を進めていく、ということにしております。

それに対して、活動実績でございますが、地域で貸したい等の情報を共有しつつも農地中

間管理事業の活用件数が延ばせなかった、ということで総括いたしました。４、目標活動

に関する評価につきましては、目標に対する評価でございますが、農地中間管理機構を利

用した農地の貸出しが例年に比べて低調だったため、農地集積をさらに推進する必要があ

る。活動に対する評価といたしましては、地域農業者への農地中間管理事業のメリットの

周知と地域の状況の把握にさらに努める必要があるということ、としております。次、３

ページをご覧ください。ローマ数字でⅢと書いてあるところですけども、新たに農業経営

を営もうとする者の参入促進についてでございます。１、現状と課題、現状及び課題につ

いてですが、新規参入の状況といたしまして、２９年度、新規参入者数１形態に対し取得

した農地面積が０.７ｈａ、３０年度、新規参入者数４形態に対し取得した農地面積が２.１

ｈａ、令和元年３１年度、新規参入者数３形態に対し取得した農地面積１.８ｈａでありま

した。課題といたしまして、新規就農者が新規参入しやすくなるよう、人的な面、資金面

でサポートする必要がある、と示しました。その下、令和２年度の目標と実績でございま

すが、参入目標２形態に対し参入目標面積を０.６と設定しておりました。それに対して、

参入実績が４形態、参入実績面積が０.７ｈａ、それで達成率は形態の参入の達成率といた

しましては２００％。参入目標の面積からの達成状況としては、１１７％となりました。

その下、目標の達成に向けた活動といたしまして活動計画。随時、新規参入者について

は、就農計画などの意向を的確に把握し、就農に結びつけるよう努力していく。活動実績

につきましては、農業担当課とも連携した結果、令和２年の５月、１１月、令和３年２

月、３月に実績がありました。その下、４、目標及び活動に関する評価につきまして、目

標に対する評価ですが、農林担当課と連絡を図り達成することができた。活動に対する評
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価。新規就農を増やすには、参入できる農地の情報等の把握など体制を確立させる必要が

ある。就農に結びつくように農林農業担当課と情報を共有し連携をした、ということで記

載をさせていただきました。続きまして４ページをごらんください。ローマ数字Ⅳと書い

てあるところでございますが、遊休農地に関する措置に関する評価でございます。令和２

年３月現在、管内の農地面積８４２ｈａ、遊休農地面積が９８ｈａ、割合としていたしま

して１２％でございます。そして、２、令和２年の目標と実績でございますが、２年度で

の解消目標といたしまして９ｈａ、解消実績が１.４ｈａ、達成率は１６％でございまし

た。その下、３、２の目標の達成に向けた活動でございますが、活動計画と活動実績と上

下に分かれております。まず活動計画でございますが、農地の利用状況調査でございま

す。調査員数実数としまして３３人、調査実施時期８月から１０月、調査の結果の取りま

とめ時期９月から１２月、調査方法といたしまして、本町の中山間地の遊休農地化は顕著

である。遊休農地解消のためには、所有者の意向を尊重しながらも、農地中間管理事業の

利用へ誘導させる。その下、農地の利用状況調査を実施時期につきましては、１１月から

２月と設定をしております。それに対して、活動実績でございますが、調査員数は３４

名、調査実施時期が８月から１０月、調査結果の取りまとめ時期１１月から翌年の１月、

そして農地の利用意向調査でございますが、３２条第１項第１号、これいわゆるＡ判定っ

て言われる部分なんですけども、調査数が８５０筆、調査面積が６５ｈａ。３２条第１項

第２号、これがいわゆる低利用と言われる部分でございまして、調査数が３５３筆に対し

て調査面積が３１ｈａでございました。その下、４、目標に対する評価につきましては、

農業者の高齢化等で農業再開が非常に厳しい状態である。活動に対する評価につきまして

は、新規就農者や定年帰農者などの担い手確保や担い手の集積を図り、遊休農地解消につ

なげていく必要があるということでさしていただいております。次のページをご覧くださ

い。５ページ、ローマ数字でⅤ、違反転用への適正の対応でございまして、現状と課題。

管内の農地面積が８４２ｈａに対し違反転用面積が０.１５ｈａ、課題といたしましては、

違反転用とされる案件には適正な手続をとっていない場合も考えられます。したがって、

個々の事情を把握しながら、慎重に対処しなければならないというふうにいたしました。

ちなみに、令和２年度の実績でございますが、実績０.０１ｈａ、増減が０.１４。この実績

の０.０１ｈａにつきましては、今年の３月に、高田郷の転用の申請が、違反転用だったと

いうのがわかりまして、これを実績として上げております。その下、活動計画と実績等及

び評価につきまして、活動計画。違反転用につきましては、早期是正を図るべく県とも協

力して指導を行う。また、農地所有者に対しパンフレット等で啓発を行う。活動実績につ

きましては、農地利用状況調査を行いました。活動に対する評価といたしまして、農地利

用状況調査による早期発見と指導が必要ということで、記載をしております。次のページ

をお開きください。ローマ数字でⅥ番、農地法等によりその権限に属された事務に関する

点検でございますが、これにつきましては、農地法３条に基づく許可事務、農地転用に関

する事務、農地所有適格法人からの報告の対応、情報の提供ということでお示ししており

ます。そして次のページ８ページをお願いいたします。ローマ数字でⅦ番と記載されてい

るところなんですけども、地域農業者等からの主な要望、意見及び対処内容でございま

す。農地利用最適化等に関する事務でございますが、要望と意見といたしまして、生産効
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率の向上や農地集積、集約を図る基盤整備、鳥獣被害防止の取組、ドローンの活用などス

マート農業による作業省力化、担い手確保ための定年帰農者の活用、新たな販路開拓が挙

げられております。対処内容といたしましては、人農地プランの取組方針として掲げ取り

組むということで記載をしております。そして最後、その下が、事務の実施の公表等をお

示ししております。 

引き続きまして９ページですね、令和３年度の目標及び達成に向けた活動計画でござい

ますが、これも同じように農業委員会の状況等と、農業委員会の現在の体制ということ

で、農林業センサスとか農業委員会の調査によって数字を挙げております。引き続きまし

て１０ページをお願いいたします。ローマ数字でⅡと書いてあるところです。担い手への

農地の利用集積集約化でございますが、現状と課題と課題につきまして、現状、令和３年

３月現在、管内の農地面積５２２ｈａに対して、これまでの集積面積２７７ｈａ、集積率

５３％、課題といたしましては、本町の農業はかんきつ類が主体であることを考慮し、新

品種の植栽、また規模拡大のための基盤整備、担い手確保のための中間管理機構の利用促

進が必要ということで、これも昨年と同じような内容で示しております。その下、令和３

年度の目標及び活動計画でございますが、目標といたしまして、集積目標１０ｈａ、うち

新規就農面積を３ｈａと設定をいたしました。その下の考え方といたしまして、達成可能

な目標を定めることにより、利用集積面積の増加を図るということで示しています。その

下、活動計画といたしまして、農地の貸借については、出し手受け手双方の意向を尊重し

ながら、農業委員及び農地最適化推進員農林担当部署と連携をし、結びつけを行うってい

うことにいたしました。その下、ローマ数字でⅢ、新たな農業経営を営もうとする者の参

入促進でございます。１、現状と課題でございますが、新規参入の状況といたしまして、

一応３０年度３１年度の参入者数及び、取得した農地面積を示しております。３０年度か

ら２年度までを示しております。課題といたしまして、新規就農者が新規参入しやすくな

るよう、人的な面、資金面でサポートする必要がある、ということ。これも昨年度と同様

としております。その下、２、令和３年度の目標と活動計画でございますが、参入目標数

２形態に対しまして参入目標面積０.６ｈａ。活動計画といたしまして、随時、新規参入者

については、就農計画などの意向を的確に把握し、就農に結びつくよう努力していくと記

載をいたしました。次の１１ページをお願いいたします。４番目、遊休農地に関する措置

でございます。令和３年、１、現状と課題でございます。現状でございますが、管内の農

地面積５８７ｈａに対し、遊休農地面積が９６ｈａ、割合が１６％。課題といたしまして

は、農地利用状況調査を円滑に実施して、遊休農地所有者への指導を行う必要があるとし

ております。その下、３年度の目標と活動計画でございますが、遊休農地の解消面積を９

ｈａといたしました。目標設定の考え方といたしまして、本町の中山間地の遊休農地化が

顕著である。遊休農地解消のためには、所有者の意向を尊重しながらも、農地中間管理事

業の利用を誘導させるということで示しております。その下、活動計画の１番上の農地利

用状況調査でございます。調査員数３３名、調査実施時期８月から１０月、調査結果取り

まとめ時期９月から１２月、調査方法といたしまして、農業委員と農地利用最適化推進及

び地元の農業者からの構成、管内農地を目視にて調査をしていく、ということで設定させ

ていただいております。農地の利用意向調査実施時期１１月から１月の間、調査結果の取
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議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

３ 番 

 

りまとめ時期１１月から２月の間で設定をしております。そして最後ですけども、５番、

違反転用の適正な対応でございますが、令和３年３月現在、管内の農地面積５２０ｈａ、

違反転用面積０.１４ｈａ、３年度の活動計画でございますが、違反転用につきましては、

早期是正を図るべく県とも協力して指導を行う。また、農地所有者に対しパンフレット等

の周知を行うということで、目標設定をさせていただきました。以上、農業委員会の目標

及び達成に向けた活動の点検及び評価並びに活動計画についての説明を終わらせていただ

きます。 

 

 

ありがとうございました。微に入り細に入りご説明をしていただきましたけども、要す 

るに法的に点検をしなきゃいけない、これが１番基になっています。必ず我々は、委員と

して評価をされ、そしてまた計画をするという形です。一つは、農家数が、センサスの後

の数が非常に減っています。長与の落ち方がかなりひどいと思っているんですけども、そ

れをどうするのかということがやはり問われるところであります。それともう一つは、中

間管理で農地あっせんをしなさい、それから集約をしなさいということ。それで、うち

は、とりあえずこの計画は１０ｈａという形です。基盤整備が入ったり、新規就農であっ

たり、そこら辺の開拓、それから定年帰農によって皆さんの意欲をどうするかということ

もあるわけです。そういうことをこの中で取り組んでいければいいなと、私個人としては

あります。今回議案として上げていますので、皆さんの意見を出していただいて、そして

この数字の修正があればしないといけないだろうと思います。今のところは、１０ｈａで

計画を上げています。皆さんの意見をお伺いしたいと思います。職務代理、何か全般的に

あれば。 

 

 

やっぱり基本的には耕作放棄地の解消、これが１番課題かなというふうには思っており 

ます。これもなかなか簡単にはいかない。私も自分の地域を見ていながら、年々増えてい

る状況ですので。私の考えとしては、皆さんが出られる地域のパトロールを、月１回ぐら

いは見て回るという方法も現状把握には良いのではないかなというふうに思っています。

私も農業委員会があるたびに立ち合いをしますけども、議案の分については一応私も当初

から全部回っています。するとやっぱり３年前とすれば、町内もかなり変わってきており

ます。そういう意味では、やはりその把握のためにもそういう行動をしていただければ、

より町内の状況が分かるんじゃないかなというふうには思っております。 

 

 

はい、ありがとうございます。それでは原田委員。 

 

 

今渡邉委員の方からお話があったように、耕作放棄の荒れ地等が多いというのは、自分 

たちでその指導というのは、なかなか難しいところがあって。そういうところをまずして
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６ 番 

 

 

議 長 

 

 

７ 番 

いかないといけないのかなというふうな考えは持っています。それとあと新規就農につい

てはですね、過去、私が若い時代はやはり若い青年農業者等があったわけですけど、やは

りそういう若い人たちの農家の人たちの活性化といいますか、そういったところの後押し

もですね、やっぱり委員としてもやっていったほうがいいんじゃないかと思います。 

 

 

崎山委員。 

 

 

はい。私たちの夏のパトロールの結果がこうなのかなあと思いながら、なかなか改善さ 

れないなというのが歯がゆく思います。先だって（法人名）が、丸田郷の土地を借りてく

ださったんですが、広いほうの土地はまだお金がかかるということでそのままにしてある

んですね。ああいう所をこの書類に書いてあるように、利用促進のためにもう少し動い

て、例えばああいう日当たりの良い広い場所は、イチゴハウスなんかをしたらもう壮大な

量はとれるんじゃないかなと一般的には思いますが、そういう指導もちょっと、町のほう

で検討していただきたいなというふうに思います。以上です。 

 

 

永田委員 

 

 

遊休農地の増えた原因としては、田んぼは減反政策で植えなかった田んぼがほとん 

ど藪になってしまい、また、高齢化が進み今はもうどんどん遊休農地が増えるわけなんで

すね。それで、少ない農家は若い人がいくら働いてもその利益が生活をできるような利益

が上がらないために、こういうふうな状況になってしまうんじゃないかなと私は思ってお

ります。もうちょっと利益の上がるような対策を練っていけば、若い人も農家の後を継い

でやれるんじゃないかなあと思っておりますけども、なかなかですね。 

 

 

岡﨑委員 

 

 

まずは自分の農地を荒らさないようにするのが先決かなと思っています。以上です。 

 

 

原口委員 

 

 

数少ない若い人がちょっといるので、そういう人たちに、できるだけ、まだ荒れていな 
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９ 番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い、荒れかかった農地なんかを積極的に紹介していきたいなと思っています。 

 

 

山本委員どうぞ。 

 

 

自分が去年から農業委員をさせてもらって、農地パトロールをさせてもらってから実 

際、今まで作ってあった畑がもう耕作放棄されていたっていう畑も幾つか見ました。それ

で、今特にコロナっていうこともあってでしょうか、ここ何年かは部落で寄る機会もない

というのもあるし、だからちょっと前までは、もう作れないとかいう話もちょくちょく耳

にすることがあったんですけど、そういう話も伺うことも出来ないという感じで。うまく

引継ぎっていうか、情報発信もしていないんで、やはり今後は自分も農業委員として、農

家などを回って、どう考えられていますかとか、そういう活動もしていかないといけない

のかなと思っております。やはり実際見て回って、周りがもう本当に６０歳越した人ばっ

かりで。若い人というか後継者になるような人も、みんな就農されて、ちょっと難しいの

かなと思ってはいるんですけど、少しでも息子さんにバトンタッチしてもらえるような話

もしていければなと思うんで。今後、農業委員として、コロナでみんなが寄る機会がない

なら、自分が足運んでいかないといけないのかなって今思っております。 

 

 

続いて益冨委員。 

 

 

もう皆さんが今までおっしゃられるようなことに尽きるんだと思っておりますけれど

も、うちの地域では今コロナ禍ではあるんですけれども、環境を十分にっていうことで、

月に１回、集会場に集まっていろいろな情報交換をするような場を持っております。度々

農業委員会でもお話をするんですけれども、どうしても、この高齢化がどんどん進んでい

く。周りにいらっしゃる方もどっちかというと、私の世代が１番若いほうに入るぐらいな

形です。２ページの担い手への農地利用集積、４ページの遊休農地の解消目標で、各々１

０ｈａと９ｈａということで、目標が上がっておりますけれども、農業委員会としては、

こういう目標を持って事業しないとしょうがないというのは理解します。目標に対する実

績は、数字的に出てくるわけですけれども、見えない形での、利用集積についても遊休化

についても、どんどん増えていっているところがあるんだろうなと思っております。話は

ちょっと変わりますけれども、（地区名）とかを見てみると、ちょっと目先を変えたところ

で、非常に収益を上げてらっしゃる後継者がいる農家というのもあります。ですから、将

来的にはなかなか難しいと思いますけれども、先ほど永田委員さんおっしゃったように、

農業をすることで生活をできるっていうのが、やはり大前提になるんだろうと思っていま

す。なかなか難しいですけれども、我々としては、地道に活動をしていくしかないんだろ

うなというふうに思います。以上です。 
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１１番 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

１２番 

 

 

 

 

柳原委員。 

 

 

皆さんいろいろな意見が出されておりますけど、私の地域は、水稲の多い地域なんです 

よね。今やはり高齢化が進んでおりまして、なかなか水稲の場合は、年を取ると足腰が弱

くなってなかなか田んぼに入れないっていう人が多くなってくるんですよね。その場合は

他の地域の方が、私の地域は圃場整備が進んでおりまして、非常に耕作がしやすい、作り

やすいということで、借手はいらっしゃるんですよね。そういう面では大変助かっており

ます。やっぱり農業するには効率化を考えていかなければ、どうしても収益性が少なくな

って経営的に成り立っていかないということがありますので、やっぱりいろいろな面で区

画整理とか、圃場整備とかいろいろして合理化をして収益性を上げていくと、そういった

経営をしていかなければ、生活が出来なければ、後継者ができていかないのではないかと

思っているんです。そういうことで、私の地域でも農業のスマート化ということで、去年

からドローンの試験飛行をしたり、今年農協さんでドローンの説明会をしたわけなんです

けど、それが非常に好評で。今年の植付けの水稲から、一応ドローンを使って防除をする

ということです。そういう省力化を図りながら、農地の維持管理、それから荒廃地をなく

すためにやっていかなければならないと思います、もう一つつけ加えておきますけど、私

のところも世代交代が多いんですよね。ほとんどが兼業農家の方で、定年でやめて農業を

するっていう人もかなりいらっしゃいますので、そういった面で荒廃地を少しでもなくし

ていければなあと私自身も思っております。以上です。 

 

 

山口委員。 

 

 

やっぱり畑をしようと思っても、病気になったり、年をとってしまったら出来なくなっ

たりしますので、もう荒れる前に、荒らす前に、どうにかして他の人にしてもらうとか、

そういうことの手助けを、私もできる限りしていきたいなとは思います。けれど、まだ農

業委員なったばかりで右も左もわからないので、勉強をしていきたいと思っております。 

 

 

原田委員。 

 

 

（地区名）も毎年毎年荒れ地が増えるばかりで、もう自分のところを管理する以上によ 

その道路とか畑の周りまで掃除しないと畑に行けないような状態にもなりつつあります。

そんな中で、（氏名）さんがですね、今回募集された勉強会に参加したいということで。ぜ
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議 長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

議 長 

ひ皆さんのお世話になって教えてもらいながら、そういった形で、定年帰農でできる人が

増えていけばいいなと思いました。（氏名）さんも、お父さんが元気なときは、畑で見たこ

とはなかったんですよ。でも、いなくなったらやっぱり責任感というか、そんな気持ちも

あってか、畑に来るようになって。ちょっと声をかけさせてもらったら、やっぱり荒らし

たらいかんなと思うっていうことを言われました。もうみかんの木は大分枯れてしまった

から、もうちょっと早い時期にきっかけづくりがあったらなと。皆さんやっぱり息子さん

にできれば相続して作ってもらいたいと思っていると思うんですよ、先祖からの愛着があ

る土地がほとんどだと思いますので。息子さんに上手に継承できるような形を、事業とし

てだけでなくて、もうちょっと何か畑に出てきやすいような。荒らせばもう行きたくない

ようになると思うんで、畑で遊べるでもいいので、自分のうちのもんだよっていうことを

ちょっと啓蒙してもらって、草の一本でも切ってみようかなって思えれば、それがきっか

けになることがあればなと思いました。以上です。 

 

 

ありがとうございました。皆さん方からの貴重な意見をいただきました。こういうこと 

を何回もずっと繰り返しながら農業委員会は進めていって、それが一つでも結びつけばい

いなあというふうに思っております。それではこれをおおむね良いか皆さん方に決めてい

ただきます。これは県にも国にも報告するという形のものになりますので、議決というこ

とになりますけども、おおむねこれでよろしゅうございますか。 

もし何かどうしてもということがあれば、後で事務局のほうに申し出ていただいて。３

年度はこれを基として進めていきたいと思います。 

 

 

それでは報告事項に移ります。行事報告を事務局お願いします。 

 

 

【この後、令和３年５月の行事報告が行われた】 

 

 

６月の総会日程について、事務局からお願いします。 

 

 

６月２５日９時３０分からはいかがでしょうか。 

 

 

【異議なし】 

 

 

以上をもちまして、長与町農業委員会５月総会を閉会します。 


